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温度差発電 

温度差発電とは 

 温度差発電とは、高い温度と低い温度との温度差を利用して発電する方法です。温度差が大きければ大きいほど、発電量が大

きくなります。 

 現在では、温度差でタービンを機械的に回転させる発電方法と、半導体に温度差を与えて発電する方法の二種類があります。 

ここでは、半導体に温度差を与える方法について説明します。 

温度差発電の仕組み 

 種類が異なる二種類の半導体（半導体とは電気を通す「導体」と、電気を通さない「絶縁体」の中間の性質を持つもの）に、

温度差を与えると直流の電気が発生する現象を利用します。この現象を「ゼーベック効果」といいます。 

 この発電方法では発電量は少ないですが、①機械の可動部分（動く部分）が少ないので故障しづらい ②半導体を用いるので

小型化がしやすい ③小型化により設置場所が節約され設置場所の制約が少なくなる などの利点があります。 

温度差発電の取り組み 

自然にある温度差を利用するだけでなく、人工的に作り出された温度差を用いる発電方法もあります。 

 自然にある温度差には、温泉（源泉）・太陽光・雪や氷 などの熱源を利用します。また人工的に作り出した温度差には、製鉄

所や清掃工場などからの廃熱・自動車のエンジンからの熱 などの熱源を利用します。現在では温泉地や銭湯などで実験が行われ

ています。 

温度差発電の今後 

 温泉が湧き出る地域の地下、工業・工場地帯、エンジンを動力とする乗り物、など世の中には使われないまま失われていく熱源が

数多く存在しています。 いま、私達の生活に欠かせない役割を果たしているコンピュータ。世界中には 24時間電源が入っているコ

ンピュータが数多く存在し、私達の生活をよりよいものにしています。このように、私達の身近にあるような熱も、温度差発電に利用

することができるのです。 

 温度差発電が可能な小型のシステムを開発することで、無駄になっていた熱源から電力を取り出すことが簡単にできるようになり

ます。 また、世界中では、二酸化炭素の排出が問題になっています。この温度差発電を有効に活用することができれば、環境問

題の解決にもつながるのではないでしょうか。 
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温度差発電のメリット・デメリット 

 ここでは、温度差発電のなかでも、特に海洋温度差発電についてのメリット、デメリットについて解説しています。 

 海洋温度差発電（OTEC）は、表層の温かい海水と、深層の冷たい海水の温度差を利用して発電する、温度差発電

の一種です。 

 

海洋温度差発電のメリット 

 ・クリーンで再生可能な海水をエネルギー源 

 ・建設可能な国は 98 カ国で 1兆 KW を発電できる 

 ・二酸化炭素の排出がほかの発電方法に比べて少ない 

 

海洋温度差発電のデメリット 

 ・海の生態系が傷つく恐れがある 

 ・大規模だと海流の邪魔をしてしまう恐れがある 
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